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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シリコーン樹脂と液状シリコーンに基づく一つ以上のコポリマー、一つ以上の揮発性溶
媒、及び式（ＣＨ３）ＳｉＯ３／２の少なくとも一つの三官能性単位を含む一つ以上のシ
リコーン樹脂を含むケラチン線維処理用組成物であって、
　前記コポリマーが基づくところの前記シリコーン樹脂は、ＳｉＯ２基とＲ３（ＳｉＯ）

１／２基の縮合の生成物であり、式中、各Ｒ基は独立に、メチル、エチル、プロピル、及
びビニル基から選択され、
　前記液状シリコーンは、２５℃で１００から１０００００ｃＳｔの間の粘度を有するＯ
Ｈ末端官能基を有するジオルガノポリシロキサンである、
ケラチン線維処理用組成物。
【請求項２】
　前記コポリマーが、４５から７５％の間の含量の前記シリコーン樹脂と、２５から５５
％の間の含量の前記液状シリコーンとを含み、シリコーン樹脂と液状シリコーンのパーセ
ンテージの合計が１００に等しい、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記揮発性溶媒が、非シリコーン有機溶媒及びシリコーン有機溶媒から選択される、請
求項１または２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記揮発性溶媒が、エタノール、イソプロパノール、アセトン、２５℃且つ大気圧（７
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６０ｍｍＨｇ）で液状であるアルカン、デカメチルシクロペンタシロキサン、オクタメチ
ルトリシロキサン、デカメチルテトラシロキサン、及びドデカメチルシクロヘキサシロキ
サン、またはそれらの混合物から選択される、請求項１から３のいずれか一項に記載の組
成物。
【請求項５】
　前記２５℃且つ大気圧（７６０ｍｍＨｇ）で液状であるアルカンがイソドデカンである
、請求項４に記載の組成物。
【請求項６】
　前記シリコーン樹脂が、下式（（ＣＨ３）ＳｉＯ３／２）ｘ［式中、ｘは１００から５
００の間であり、ＣＨ３基はメチル基以外の２から１０の炭素原子を含む炭化水素ベース
の基、フェニル基、またはヒドロキシル基を表すＲ基で置換されてもよい］によって表さ
れるシルセスキオキサンから選択される、請求項１から５のいずれか一項に記載の組成物
。
【請求項７】
　前記シリコーン樹脂の分子量が５００から５００００ｇ／ｍｏｌの間である、請求項１
から６のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項８】
　前記シリコーン樹脂が、メチル基が全く別の基で置換されていないポリシルセスキオキ
サンであるポリメチルシルセスキオキサン、メチル基がプロピル基で置換されているポリ
プロピルシルセスキオキサン、メチル基がフェニル基で置換されているポリフェニルシル
セスキオキサンから選択される、請求項１から７のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項９】
　一つ以上の顔料を含む、請求項１から８のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記顔料が天然顔料である、請求項９に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記顔料が、酸化鉄、酸化クロム、マンガンバイオレット、ウルトラマリンブルー、水
和クロム及びフェリックブルー、二酸化チタンから選択される、請求項１０に記載の組成
物。
【請求項１２】
　前記顔料が真珠光沢剤である、請求項９に記載の組成物。
【請求項１３】
　無水である、請求項１から１２のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１４】
　リーブイン時間の後、任意にすすぎ及び／または洗浄が引き続く、請求項１から１３の
いずれか一項に記載の組成物の適用を含むケラチン線維の処理方法。
【請求項１５】
　毛髪を処理するための、請求項１から１３のいずれか一項に記載の組成物の使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ケラチン線維、特に毛髪のようなヒトのケラチン線維を処理するための組成
物、及びこの組成物を使用するケラチン繊維の処理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　毛髪は、光及び悪天候のような外的な環境上の力の作用によって、並びにブラッシング
、櫛通し、脱色、パーマ処理、及び／または染色のような機械的若しくは化学的処理によ
って一般的に損傷して脆弱となる。その結果、毛髪はしばしば管理が困難となり、特にも
つれを解くことやスタイリングが困難となり、頭髪、豊かな頭髪さえも、頭髪が躍動感、
ボリューム、及び生命感を欠くという事実により、魅力的なスタイルを維持するのに困難
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性を有する。
【０００３】
　この毛髪の劣化は、一つ以上の染料前駆体と酸化剤とを毛髪に適用することを含む、毛
髪のパーマネント染色処理の繰り返しによって更に増大する。
【０００４】
　かくして、これを解消するために、毛髪のコンディショニングを可能にするスタイリン
グ製品を使用すること、特に毛髪にこし、張り、またはボリュームを与えることが現在一
般的に実施されている。
【０００５】
　これらのスタイリング製品は一般的に、毛髪の表面特性を改変し、特に毛髪をコンディ
ショニングし、または毛髪に特定の光学的特性を与えるために、毛髪に対する高い親和性
を有し、毛髪の表面で皮膜を形成する機能を通常有する一つ以上のポリマーを含む毛髪美
容組成物である。
【０００６】
　これらの毛髪組成物の使用と関連する一つの欠点は、そのような組成物によって与えら
れる美容効果が、特にまさに最初のシャンプーでの洗浄から消失する傾向を有するという
事実に存在する。これは、与えられた効果の一つが顔料によって提供される着色効果であ
る場合にとりわけ当てはまる。
【０００７】
　この欠点を解消するために、毛髪に対する特定のモノマーのラジカル重合を直接実施す
ることにより、ポリマーの沈着の維持を増大することが考慮されて良い。しかしながら、
かくして得られた処理は毛髪線維の劣化を導き、かくして処理された毛髪は一般的にもつ
れが解きにくくなる。
【０００８】
　特に特許出願ＦＲ ２ ８３３ ４８９において、シアノアクリレートの求電子性モノマ
ーを含む組成物で毛髪を被覆することが更に既知に実施されている。そのような組成物は
、完全に被覆されて脂ぎっていない毛髪とする。しかしながら、得られたコーティングは
、求電子性モノマーの反応性のため、特定の操作条件を必要とする。更に、これらの求電
子性モノマーで得られたコーティングは、皮脂のような脂肪物質でべとつくようになる。
【０００９】
　シリコーン樹脂部分と液状シリコーン部分とを含む特定のシリコーンコポリマーも存在
し、一般的にＢｉｏＰＳＡとして周知である。これらのコポリマーは、毛髪、爪、及び皮
膚への適用のような各種の美容の応用について、特に特許出願ＷＯ ０３／０２６ ５９６
、ＷＯ ２００４／０７３ ６２６、ＷＯ ２００７／０５１ ５０５、及びＷＯ ２００７
／０５１ ５０６において記載されている。これらのコポリマーで得られた感触は一般的
にべとついている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特許出願ＦＲ ２ ８３３ ４８９
【特許文献２】特許出願ＷＯ ０３／０２６ ５９６
【特許文献３】特許出願ＷＯ ２００４／０７３ ６２６
【特許文献４】特許出願ＷＯ ２００７／０５１ ５０５
【特許文献５】特許出願ＷＯ ２００７／０５１ ５０６
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　かくして本発明の目的は、ケラチン線維、特に毛髪のようなヒトのケラチン線維を処理
するための使用が容易な方法を開発することであり、当該方法は、毛髪が受けるであろう
シャンプー処理及び各種の攻撃要素、特にブロードライヤー及び発汗に関して残留性であ
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り、同時に皮脂のような脂肪物質により優れた寛容性を示し、べとつく性質を形成しない
コーティングを生産できる。本発明の目的は特に、外的な刺激に対して抵抗性であり、ケ
ラチン線維の完全性を守る、使用が容易な着色性でべとつかないコーティングを得ること
である。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　この目的は本発明で達成され、本発明の一つの主題は、シリコーン樹脂と液状シリコー
ンに基づく一つ以上のコポリマー、一つ以上の揮発性溶媒、及び式（ＣＨ３）ＳｉＯ３／

２（Ｔ単位）の少なくとも一つの三官能性単位を有する一つ以上のシリコーン樹脂を含む
ケラチン線維処理用組成物である。
【００１３】
　本発明の主題はまた、この組成物を使用する、シャンプー処理に関して残留性である効
果を得るための、ケラチン線維の処理方法である。
　本発明の別の主題は、ケラチン線維に対して着色または非着色のコーティングを得るた
めのこの組成物の使用である。
【００１４】
　これらのコーティングは、シャンプーに残留性のボリューム、張り、及びこしを与える
ことができるのと同時に、ケラチン線維の物理的特性を維持し、更に、組成物が顔料を含
む場合には残留性の着色効果を与えることが可能である。そのようなコーティングは、ブ
ロードライヤー及び発汗のような、毛髪が受けるであろう外的な攻撃要素に特に抵抗性で
ある。それは更に、毛髪を劣化する傾向の有する酸化剤を使用しないパーマネント着色化
を与える。
【００１５】
　かくして形成されたコーティングは、滑らかで均一な沈着物の形態で存在し、毛髪に対
する優れた接着を示す。更に驚くべきことに、毛髪は完全に一本ずつの存在を維持し、問
題なくスタイリングすることが可能であり、繊維に与えられたスタイリング特性はシャン
プー残留性であることが見出された。更に、得られた感触は最小の重さを有し、べとつく
ことがない。
【００１６】
　以下では、他に記載がなければ、示された範囲の限界は本発明に含まれる。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
シリコーン樹脂と液状シリコーンに基づくコポリマー
　本発明によって定義されたシリコーンコポリマーは、シリコーン樹脂と液状シリコーン
の間の反応から由来する。
【００１８】
　そのようなコポリマーは例えば、"Silicone Pressure Sensitive Adhessive", Sobiesk
i及びTangney, Handbook of Pressure Sensitive Adhesive Technology (D. Satas編), V
on Nostrand Reinhold, New Yorkにおいて記載されている。
【００１９】
　前記コポリマーでは、シリコーン樹脂は４５から７５％（シリコーンの全重量に対して
）の間の含量で存在し、液状シリコーンは２５から５５％の間の含量で存在し、シリコー
ン樹脂と液状シリコーンのパーセンテージの合計は１００に等しい。好ましくは、シリコ
ーン樹脂は５５から６５％（シリコーンの全重量に対して）の間の含量で存在し、液状シ
リコーンは３５から４５％の間の含量で存在し、シリコーン樹脂と液状シリコーンのパー
センテージの合計は１００に等しい。
【００２０】
　好ましくは、本発明に係るシリコーン樹脂は、ＳｉＯ２基とＲ３（ＳｉＯ）１／２基（
トリオルガノシリル）の縮合の生成物であり、式中、各Ｒ基は独立に、メチル、エチル、
プロピル、及びビニル基から選択され、シリコーン樹脂のＳｉＯ２官能基とＲ３（ＳｉＯ
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）１／２官能基の間の比は０．６から０．９の範囲である。シリコーン樹脂を形成するた
めに使用されて良いトリオルガノシリル基は、トリメチルシリル、トリエチルシリル、メ
チルメチルプロピルシリル、またはジメチルビニルシリル基、及びそれらの混合物であっ
てよい。トリメチルシリル基は、本発明の文脈で好ましい。
【００２１】
　好ましくは、本発明に係る液状シリコーンは、２５℃で１００から１０００００ｃＳｔ
の間の粘度を有するＯＨ末端官能基を有するジオルガノポリシロキサンであり、当該ジオ
ルガノポリシロキサンの置換基は、メチル、エチル、プロピル、及びビニル基から独立に
選択される。前記ジオルガノポリシロキサンは、好ましくは直鎖状ポリマーである。ジオ
ルガノポリシロキサンの例は、非制限的な態様で、ポリジメチルシロキサン、エチルメチ
ルポリシロキサン、ジメチルシロキサンとメチルビニルシロキサンとのコポリマー、及び
ＯＨ末端基を含むそのようなポリマーまたはコポリマーの混合物であって良い。好ましい
ジオルガノポリシロキサンは、ポリジメチルシロキサンである。
【００２２】
　そのようなコポリマーの合成例は、例えば特許ＵＳ ５ １６２ ４１０または特許ＣＡ 
７１１ ７５６に記載されている。
【００２３】
　かくして本発明に係るコポリマーは、以下の混合物を加熱することによって調製されて
もよい：
－ＳｉＯ２及びＲ３（ＳｉＯ）１／２単位［式中、各Ｒ基は、メチル、エチル、プロピル
、及びビニル基から独立に選択され、シリコーン樹脂中のＳｉＯ２官能基とＲ３（ＳｉＯ
）１／２官能基との間の比は０．６から０．９の範囲である］の縮合の生成物である、４
５から７５重量％のシリコーン樹脂；
－２５℃で１００から１０００００ｃＳｔの間の粘度を有し、メチル、エチル、プロピル
、及びビニル基から独立に選択される置換基を有する、２５から５５重量％のＯＨ末端官
能基を含む液状ジオルガノポリシロキサン；
－好ましくは第一級アミン、第二級アミン、第三級アミン、上述のアミンのカルボン酸塩
、及び第四級アンモニウム塩から選択される、好ましくは有機脂肪族アミン化合物である
、０．００１から５重量％の適切な触媒。
【００２４】
　生成したシリコーンの接着性が得られるまで、前記混合物を８０から１６０℃の間の温
度に加熱する。
【００２５】
　本発明により好ましいコポリマーは、Bio-PSA(登録商標)の名称でDow Corning社により
市販されており、これらのBio-PSA(登録商標)コポリマーは、標準型とアミン適合型の二
つの形態で存在し、いくつかのシリコーン樹脂／液状シリコーン比を有する各種の溶媒中
で提供される。特に7-4400、7-4500、及び7-4600のグレードが挙げられる。本発明により
特に好ましいBio-PSA(登録商標)は、7-4400グレードである。
【００２６】
　本発明の特定の実施態様によれば、コポリマーの量は、組成物の全重量の１重量％を超
える。
【００２７】
　前記コポリマーは特に、組成物の全重量に対して１％を超えて４０重量％まで、好まし
くは１．５から２０重量％の範囲、より好ましくは１．５から１５重量％の範囲の含量で
、本発明に係る組成物中に存在してよい。
【００２８】
揮発性溶媒
　本発明によれば、毛髪に適用される組成物は、一つ以上の揮発性溶媒を含む。
【００２９】
　本発明の文脈では、用語「揮発性溶媒」は、室温（２０℃）且つ大気圧（７６０ｍｍＨ
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ｇ）で液体であり、０．１ｍｍＨｇを超える、好ましくは０．１から３００ｍｍＨｇの間
、より好ましくは０．５から２００ｍｍＨｇの間の蒸気圧を有する化合物を意味する。
【００３０】
　この揮発性溶媒は、非シリコーン有機溶媒、シリコーン有機溶媒、またはこれらの混合
物であってよい。揮発性非シリコーン有機溶媒としては、以下のものが挙げられる：
－揮発性Ｃ１－Ｃ４アルカノール、例えばエタノールまたはイソプロパノール；
－揮発性Ｃ５－Ｃ７アルカン、例えばｎ－ペンタン、ヘキサン、シクロペンタン、２，３
－ジメチルブタン、２，２－ジメチルブタン、２－メチルペンタン、または３－メチルペ
ンタン；
－液状Ｃ１－Ｃ２０酸と揮発性Ｃ１－Ｃ８アルコールとのエステル、例えば酢酸メチル、
酢酸ｎ－ブチル、酢酸エチル、酢酸プロピル、酢酸イソペンチル、または３－エトキシプ
ロピオン酸エチル；
－室温で液状であり揮発性であるケトン、例えばメチルエチルケトン、メチルイソブチル
ケトン、ジイソブチルケトン、イソホロン、シクロヘキサノン、またはアセトン；
－揮発性ポリオール、例えばプロピレングリコール；
－揮発性エーテル、例えばジメトキシメタン、ジエトキシエタン、またはジエチルエーテ
ル；
－揮発性グリコールエーテル、例えば２－ブトキシエタノール、ブチルジグリコール、ジ
エチレングリコールモノメチルエーテル、プロピレングリコールｎ－ブチルエーテル、ま
たはプロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート；
－揮発性炭化水素ベースのオイル、例えば８から１６の炭素原子を含む揮発性炭化水素ベ
ースのオイル、及びこれらの混合物、特に分枝状Ｃ８－Ｃ１６アルカン、例えばＣ８－Ｃ

１６イソアルカン（イソパラフィンとしても既知）、イソドデカン、イソデカン、例えば
IsoparまたはPermethylの商標名で市販されているオイル、及びそれらの混合物。イソヘ
キシルまたはイソデシルネオペンタノエートが挙げられる；
－揮発性Ｃ４－Ｃ１０パーフルオロアルカン、例えばドデカフルオロペンタン、テトラデ
カフルオロヘキサン、またはデカフルオロペンタン；
－揮発性パーフルオロシクロアルキル、例えばパーフルオロメチルシクロペンタン、１,
３－パーフルオロジメチルシクロヘキサン、及びパーフルオロデカリン（これらはそれぞ
れF2 Chemicals社によりFlutec(登録商標)PC1、Flutec(登録商標)PC3、及びFlutec(登録
商標)PC6の名称で市販されている）、並びにパーフルオロジメチルシクロブタン、及びパ
ーフルオロモルホリン；
－下式に対応する揮発性フルオルアルキルまたはヘテロフルオロアルキル化合物：
　　　ＣＨ３－（ＣＨ２）ｎ［Ｚ］ｔ－Ｘ－ＣＦ３

［式中、ｔは０または１であり；ｎは０、１、２または３であり；Ｘは２から５の炭素原
子を含む直鎖状または分枝状二価パーフルオロアルキル基であり、ＺはＯ、ＳまたはＮＲ
を表し、Ｒは水素原子または－（ＣＨ２）ｎ－ＣＨ３基または－（ＣＦ２）ｍ－ＣＦ３基
であり、ｍは２、３、４または５である］。
【００３１】
　揮発性フルオロアルキルまたはヘテロフルオロアルキル化合物としては、3M社によりMS
X(登録商標)4518及びHFE-7100(登録商標)の名称で市販されているメトキシノナフルオロ
ブタン、及び3M社によりHFE-7200(登録商標)の名称で市販されているエトキシノナフルオ
ロブタンが特に挙げられる。
【００３２】
　好ましくは前記溶媒は、沸点が２００℃未満であるように選択される。
【００３３】
　特定の実施態様によれば、非シリコーン有機溶媒は、エタノール、イソプロパノール、
アセトン、２５℃で大気圧（７６０ｍｍＨｇ）で液状であるアルカン、例えばイソドデカ
ンから選択される。
【００３４】
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　揮発性シリコーン化合物としては、２から７のケイ素原子を含み、任意に１から１０の
炭素原子を含むアルキルまたはアルコキシ基を含む、直鎖状または環状シリコーンから選
択される低粘度シリコーン化合物、例えばオクタメチルシクロテトラシロキサン、デカメ
チルシクロペンタシロキサン、ドデカメチルシクロヘキサシロキサン、ヘプタメチルヘキ
シルトリシロキサン、ヘプタメチルエチルトリシロキサン、ヘプタメチルオクチルトリシ
ロキサン、及びこれらの混合物が挙げられる。一つの特定の実施態様によれば、シリコー
ン化合物は、シクロペンタジメチルシロキサン、及びドデカメチルシクロヘキサシロキサ
ンから選択される。
【００３５】
　一つの特定の実施態様によれば、揮発性シリコーン溶媒は、５０センチストーク未満の
粘度を有する。
【００３６】
　好ましくは揮発性シリコーンは、デカメチルシクロペンタシロキサン、ドデカメチルシ
クロヘキサシロキサン、オクタメチルトリシロキサン、及びデカメチルテトラシロキサン
から選択される。
【００３７】
　例として、Dow Corning社によりDC-245の名称で市販されているデカメチルシクロペン
タシロキサン、Dow Corning社によりDC-246の名称で市販されているドデカメチルシクロ
ヘキサシロキサン、Dow Corning社によりDC-200 Fluid 1 cStの名称で市販されているオ
クタメチルトリシロキサン、及びDow Corning社によりDC-200 Fluid 1.5 cStの名称で市
販され値エルデカメチルテトラシロキサンが挙げられる。
【００３８】
　この揮発性シリコーンは一般的に低粘度、例えば２５℃で１０ｃＳｔ未満の粘度を有す
る。
【００３９】
　好ましくは、揮発性シリコーンは環状であり、Dow Corning社によりDC-245の名称で市
販されているデカメチルシクロペンタシロキサン、またはDow Corning社によりDC-246の
名称で市販されているドデカメチルシクロヘキサシロキサンである。
【００４０】
　揮発性有機溶媒は、組成物の全重量に対して０．１から９５重量％の範囲、好ましくは
１から７０重量％の範囲、より好ましくは５から９０重量％の範囲の含量で、本発明の方
法で使用できる組成物中に存在してよい。
【００４１】
少なくとも一つのＴ単位を含むシリコーン樹脂
　本発明の文脈では、用語「樹脂」は、架橋したまたは架橋していない三次元構造を意味
する。ポリシロキサン樹脂の例として、シルセスキオキサン及びシロキシシリケートが挙
げられる。
【００４２】
　シリコーン樹脂の呼称はＭＤＴＱの名称で既知であり、前記樹脂は各種のシロキサンモ
ノマー単位の関数として記載されており、あるタイプの単位を特徴付けするＭＤＴＱの文
字のそれぞれを含む。
【００４３】
　Ｍの文字は式（ＣＨ３）３ＳｉＯ１／２の一官能性単位を表し、ケイ素原子はこの単位
を含むポリマー中の一つの酸素原子とのみ結合している。
【００４４】
　Ｄの文字は（ＣＨ３）２ＳｉＯ２／２の二官能性単位を意味し、ケイ素原子は二つの酸
素原子と結合している。
【００４５】
　Ｔの文字は式（ＣＨ３）ＳｉＯ３／２の三官能性単位を表す。
【００４６】
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　上述のＭ、Ｄ及びＴの単位では、メチル基の少なくとも一つが、メチル基以外のＲ基、
例えば２から１０の炭素原子を含む炭化水素ベースの基（例えばアルキル）、またはフェ
ニル基、あるいは別法としてヒドロキシル基で置換されてもよい。
【００４７】
　最後にＱの文字はＳｉＯ４／２の四官能性単位を意味し、ケイ素原子は４つの水素原子
と結合し、水素原子自体がポリマーの残りと結合している。
【００４８】
　異なる特性を有する各種の樹脂はこれらの異なる単位から得られて良く、これらのポリ
マーの特性はモノマー（または単位）のタイプ、置換基のタイプと数、ポリマー鎖の長さ
、分枝の度合い、及び側鎖のサイズの関数として変化する。
【００４９】
　本発明に係るシリコーン樹脂は、少なくとも一つのＴ単位を含む。かくしてそれは、Ｔ
、ＭＴ、ＭＴＱ、またはＭＤＴＱの樹脂であってよい。
【００５０】
　好ましくはシリコーン樹脂は、少なくとも５０％のＴ単位、より好ましくは少なくとも
８０％のＴ単位を含む。
【００５１】
　本発明により好ましい樹脂Ｔは、シリコーンの全重量に対して少なくとも８０モル％、
さらには少なくとも９０モル％がＴ単位であるように、Ｍ、Ｄ及びＱの単位を含んでよい
。樹脂Ｔはまた、ヒドロキシル基及び／またはアルコキシ基を含んでも良い。一般的に樹
脂Ｔは、２から１０％の間のヒドロキシル官能基の総重量と、２０％までであってよいア
ルコキシ官能基の総重量とを有する；好ましくは、ヒドロキシル官能基の総重量は４から
８％の間であり、アルコキシ官能基の総重量は１０％までであってよい。
【００５２】
　好ましくはシリコーン樹脂は、下式（（ＣＨ３）ＳｉＯ３／２）ｘ［式中、ｘは数千ま
でであってよく、ＣＨ３基はＴ単位の定義において上述の通りＲ基で置換されてもよい］
によって表されるシルセスキオキサンから選択される。好ましくは、シルセスキオキサン
のＴ単位のｘの数は５００以下である。５０から５００の間であることがより好ましい。
かくして本発明に係るシリコーン樹脂の分子量は、好ましくは５００から５００００ｇ／
ｍｏｌの間、より好ましくは５００から２００００ｇ／ｍｏｌの間、更により好ましくは
５００から１００００ｇ／ｍｏｌの間である。
【００５３】
　本発明に係るシリコーン樹脂は、好ましくは皮膜形成性である。特に、全てのシルセス
キオキサンが皮膜形成性であるというわけではない；例えば、Toshiba社製のTospearl(登
録商標)またはShin-Etsu社製のKMP590のような高度に重合したポリメチルシルセスキオキ
サンは不溶性であって皮膜形成性ではない。これらのポリメチルシルセスキオキサンの分
子量は測定が困難であるが、一般的に１０００を越えるＴ単位が存在する。
【００５４】
　少なくとも一つのＴ単位を含むこれらのシリコーン樹脂の例として、以下のものが挙げ
られる：
－式（ＣＨ３ＳｉＯ３／２）ｘ（Ｔ単位）［式中、ｘは１００を超え、メチル基の少なく
とも一つは上述のＲ基で置換されてもよい］のポリシルセスキオキサン；
－メチル基が全く別の基で置換されていないポリシルセスキオキサンであるポリメチルシ
ルセスキオキサン。そのようなポリメチルシルセスキオキサンは文献ＵＳ ５２４６６９
４に記載されており、その内容は参考として取り込まれる；
－メチル基がプロピル基で置換されているポリプロピルシルセスキオキサン。これらの化
合物及びその合成は、特に特許出願ＷＯ ２００５／０７５５６７に記載されている；
－メチル基がフェニル基で置換されているポリフェニルシルセスキオキサン。これらの化
合物及びその合成は、特に特許出願ＵＳ ２００４／０１８００１１に記載されている。
【００５５】
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　市販品のポリメチルシルセスキオキサン樹脂の例として、以下のものが挙げられる：
－Wacker社によりResin MK、例えばBelsil PMS MKの名称で市販されているもの；１重量
％までの（ＣＨ３）２ＳｉＯ２／２単位（Ｄ単位）を含んでも良く、約１００００ｇ／ｍ
ｏｌの平均分子量を有する、ＣＨ３ＳｉＯ３／２繰り返し単位（Ｔ単位）を含むポリマー
。前記ポリマーは、以下の図に表されているような「ケージ」及び「ラダー」構造で存在
すると解される。「ケージ」構造の単位の平均分子量は、５３６ｇ／ｍｏｌと計算されて
いる。ポリマーの大部分は、末端でエトキシ基を有する「ラダー」構造で存在する。これ
らのエトキシ基は、ポリマーの４．５重量％を占める。これらの末端基は水と反応できる
ため、小さくて可変的な量のＳｉＯＨ基も存在してよい。
【化１】

－Shin-Etsu社によりKR-220Lの名称で市販される式ＣＨ３ＳｉＯ３／２のＴ単位からなり
、Ｓｉ－ＯＨ（シラノール)末端基を有するもの、KR-242Aの名称で市販される９８％のＴ
単位と２％のジメチルＤ単位を含み、Ｓｉ－ＯＨ末端基を有するもの、あるいは別法とし
てKR-251の名称で市販される８８％のＴ単位と１２％のジメチルＤ単位を含み、Ｓｉ－Ｏ
Ｈ末端基を有するもの。
【００５６】
　市販品のポリプロピルシルセスキオキサン樹脂の例として、以下のものが挙げられる：
－Dow Corning社によりDow Corning 670 Fluidの名称で市販される、Ｄ５に希釈されたポ
リプロピルシルセスキオキサン。
【００５７】
　市販品のポリフェニルシルセスキオキサン樹脂の例として、以下のものが挙げられる：
－Dow Corning社によりDow Corning 217 Flake Resinの名称で市販される、シラノール末
端基を有するポリフェニルシルセスキオキサン
－Wacker社によりBelsil SPR 45 VPの名称で市販されるもの。
【００５８】
　本発明の一つの実施態様では、本発明の組成物で有用であるシリコーン樹脂は、本発明
の組成物中に可溶性または分散性である。好ましくは、本発明に係るシリコーン樹脂は、
揮発性シリコーン及び有機溶媒中に可溶性である。一つの実施態様では、シリコーン樹脂
は２５℃で固体である。
【００５９】
　少なくとも一つのＴ単位を含むシリコーン樹脂は、０．１から２０％、好ましくは０．
２から１５％、より好ましくは０．５から１０％の範囲の濃度で組成物中に存在してよい
。
【００６０】
　本発明の一つの特定の実施態様によれば、少なくとも一つのＴ単位を含むシリコーン樹
脂と揮発性溶媒との間の重量比は、１／２００から１／１０の間である。
【００６１】
５ｃＳｔを超える粘度を有する非揮発性直鎖状ＰＤＭＳ
　一つの特定の実施態様によれば、前記組成物は、コーティングの均一性を改良するため
に、５ｃＳｔを超える粘度を有する一つ以上の直鎖状非揮発性ＰＤＭＳを含む。
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【００６２】
　５ｃＳｔを超える粘度を有する非揮発性直鎖状ポリジメチルシロキサン（ＰＤＭＳ）は
特に、２５℃で０．１ｍｍＨｇ未満の蒸気圧を有するシリコーンゴムまたはシリコーンオ
イルである。
【００６３】
　５ｃＳｔを超える粘度を有する非揮発性直鎖状ＰＤＭＳは、ポリジメチルシロキサン；
アルキルジメチコーン；ポリフェニルメチルシロキサン、例えばフェニルジメチコーン、
フェニルトリメチコーン、及びビニルメチルメチコーン；並びに任意にフッ素化脂肪族基
及び／または芳香族基で、あるいはヒドロキシル、チオール、及び／またはアミン基のよ
うな官能基で変性されたシリコーンから選択されて良い。
【００６４】
　好ましくは、本発明で有用である非揮発性直鎖状ＰＤＭＳの粘度は２５℃で５ｃＳｔを
超える。一つの特定の実施態様によれば、この粘度は５ｃＳｔから５００００００ｃＳｔ
の間、好ましくは１００ｃＳｔから４００００００ｃＳｔの間、より好ましくは５０００
から４００００００ｃＳｔの間である。
【００６５】
　分子量は一般的に５００から８０００００ｇ／ｍｏｌの間、好ましくは５０００から７
０００００ｇ／ｍｏｌの間、より好ましくは５００００から６０００００ｇ／ｍｏｌの間
である。
【００６６】
　この直鎖状ＰＤＭＳは、式（Ｉ）のシリコーンから特に選択されて良い：

【化２】

［式中、
Ｒ１、Ｒ２、Ｒ５及びＲ６は、共にまたは別個に１から６の炭素原子を含むアルキル基で
あり；
Ｒ３及びＲ４は、共にまたは別個に１から６の炭素原子を含むアルキル基、ビニル基、ま
たはアリール基であり；
Ｘは１から６の炭素原子を含むアルキル基、ヒドロキシル基、ビニル基、またはアミン基
であり；
ｎ及びｐは、５ｃＳｔを超える粘度を有する化合物を生ずるように選択された整数であり
；好ましくはｎ＋ｐの合計は１０を超える］。
【００６７】
　例として、以下のポリジメチルシロキサンが挙げられる：
－置換基Ｒ１からびＲ６及びＸがメチル基を表すもの、例えばGeneral Electric社により
Baysilicone TP 3898の名称で市販されている製品、及びWacker社によりAK 500000の名称
で市販されている製品；
－置換基Ｒ１からびＲ６及びＸがメチル基を表し、ｐ及びｎが１２００００ｇ／ｍｏｌの
分子量となるようなもの、例えばDow Corning社によりDow Corning 200 Fluid 60000 CS
の名称で市販されている製品；
－置換基Ｒ１からびＲ６及びＸがメチル基を表し、ｐ及びｎが２５００００ｇ／ｍｏｌの
分子量となるようなもの、例えばRhodia社によりMirasil DM 500000の名称で市販されて
いる製品、及びDow Corning社によりDow Corning 200 Fluid 50000 cSTの名称で市販され
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ている製品；
－置換基Ｒ１からびＲ６がメチル基を表し、Ｘ基がヒドロキシル基を表し、ｎ及びｐが６
０００００ｇ／ｍｏｌの分子量となるようなもの、例えばDow Corning社によりSGM 36の
名称で市販されている製品；
－（ポリジメチルシロキサン）（メチルビニルシロキサン）タイプのジメチコーン、例え
ばGE Bayer Silicones社によりSE63の名称で市販されている製品、及びポリ（ジメチルシ
ロキサン）（ジフェニル）（メチルビニルシロキサン）コポリマー、並びにそれらの混合
物。
【００６８】
　好ましくは、非揮発性直鎖状ＰＤＭＳはオキシアルキレン化されている。
【００６９】
　それらが存在する場合、直鎖状非揮発性ＰＤＭＳの量は、一般的に０．１から２０％の
間、好ましくは０．５から１０％の間である。
【００７０】
非揮発性有機溶媒
　本発明に係る組成物は、一つ以上の非揮発性有機溶媒を含んでも良い。
【００７１】
　非揮発性有機溶媒としては、以下のものが挙げられる：
－非揮発性芳香族アルコール、例えばベンジルアルコールまたはフェノキシエタノール；
－液状Ｃ１－Ｃ２０酸と非揮発性Ｃ１－Ｃ８アルコールとのエステル、例えばイソプロピ
ルミリステート；
－エチレンカルボネート、プロピレンカルボネート、またはブチレンカルボネート；
－非揮発性ポリオール、例えばグリセロール、エチレングリコール、ジプロピレングリコ
ール、またはブチレングリコール；
－非揮発性グリコールエーテル、例えばジエチレングリコールモノメチルエーテル、また
はジプロピレングリコールモノ－ｎ－ブチルエーテル；
－非揮発性炭化水素ベースのオイル、例えばイソヘキサデカン；
－非揮発性液状Ｃ１０－Ｃ３０脂肪アルコール、例えばオレイルアルコール；Ｃ１０－Ｃ

３０脂肪アルコールのエステル、例えばＣ１０－Ｃ３０脂肪アルコールのベンゾエート、
及びそれらの混合物；ポリブテンオイル、イソノニルイソノナノエート、イソステアリル
マレート、ペンタエリスリチルテトライソステアレート、またはトリデシルトリメリテー
ト；
－非揮発性パーフルオロ溶媒、例えばパーフルオロパーヒドルフェナントレン、F2 Chemi
cals社によりFlutec(登録商標)PC11の名称で市販されている製品。
【００７２】
　非揮発性有機溶媒は、組成物の全重量に対して０．１から９０重量％の範囲、好ましく
は１から８０重量％の範囲、より好ましくは５から７０重量％の範囲の含量で、本発明に
係る組成物中に存在してよい。
【００７３】
顔料
　一つの変形例によれば、前記組成物は、顔料を含むケラチン線維染色組成物である。そ
のような組成物は、ケラチン線維を分解することなく、着色残留コーティングを与える。
【００７４】
　用語「顔料」は、ケラチン物質に着色を与えるいずれかの顔料を意味する。２５℃で大
気圧（７６０ｍｍＨｇ）でのそれらの溶解性は０．０５％未満、好ましくは０．０１％未
満である。
【００７５】
　使用してよい顔料は、当該技術分野で既知の有機及び／または鉱物顔料、特にKirk-Oth
merのEncyclopaedia of Chemical Technology及びUllmannのEncyclopaedia of Industria
l Chemistryに記載されたものから特に選択される。
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【００７６】
　これらの顔料は、顔料性パウダーまたはペーストの形態で存在してよい。それらは被覆
されていてもいなくても良い。
【００７７】
　顔料は、例えば鉱物顔料、有機顔料、レーキ、真珠光沢剤または光沢フレークのような
特別な効果を有する顔料、及びそれらの混合物から選択されて良い。
【００７８】
　顔料は天然顔料であっても良い。用語「天然顔料」は、Ullmannの辞典の無機顔料の章
における定義を満たすいずれかの顔料を意味する。本発明で有用である鉱物顔料としては
、酸化鉄、酸化クロム、マンガンバイオレット、ウルトラマリンブルー、水和クロム及び
フェリックブルー、二酸化チタンが挙げられる。
【００７９】
　顔料は有機顔料であっても良い。用語「有機顔料」は、Ullmannの辞典の有機顔料の章
における定義を満たすいずれかの顔料を意味する。有機顔料は特に、ニトロソ、ニトロ、
アゾ、キサンテン、キノリン、アントラキノン、フタロシアニン、金属錯体、イソインド
リノン、イソインドリン、キナクリドン、ペリノン、ペリレン、ジケトピロロピロール、
チオインジゴ、ジオキサジン、トリフェニルメタン、及びキノフタロン化合物から選択さ
れて良い。
【００８０】
　特に白色または着色有機顔料は、カルミン、カーボンブラック、アニリンブラック、メ
ラニン、アゾイエロー、キナクリドン、フタロシアニンブルー、ソルガムレッド、参照名
CI 42090、69800、69825、73000、74100及び74160でColor Indexでコードされている青色
顔料、参照名CI 11680、11710、15985、19140、20040、21100、21108、47000及び47005で
Color Indexでコードされている黄色顔料、参照名CI 61565、61570及び74260でColor Ind
exでコードされている緑色顔料、参照名CI 11725、15510、45370及び71105でColor Index
でコードされている橙色顔料、参照名CI 12085、12120、12370、12420、12490、14700、1
5525、15580、15620、15630、15800、15850、15865、15880、17200、26100、45380、4541
0、58000、73360、73915及び75470でColor Indexでコードされている赤色顔料、特許FR 2
 679 771に記載されたようなインドールとフェノール誘導体の酸化重合によって得られる
顔料から選択されて良い。
【００８１】
　例として、Hoechst社により以下の名称で市販されているような、有機顔料の顔料性ペ
ーストが挙げられる：
－Jaune Cosmenyl IOG: Pigment Yellow 3 (CI 11710)；
－Jaune Cosmenyl G: Pigment Yellow 1 (CI 11680)；
－Orange Cosmenyl GR: Pigment Orange 43 (CI 71105)；
－Rouge Cosmenyl R: Pigment Red 4 (CI 12085)；
－Carmine Cosmenyl FB: Pigment Red 5 (CI 12490)；
－Violoet Cosmenyl RL: Pigment Violet 23 (CI 51319)；
－Bleu Cosmenyl A2R: Pigment Blue 15.1 (CI 74160)；
－Vert Cosmenyl GG: Pigment Green 7 (CI 74260)；
－Noir Csomenyl R: Pigment Black 7 (CI 77266)。
【００８２】
　本発明に係る顔料は、特許EP 1 184 426に記載されたような複合顔料の形態で存在して
も良い。これらの複合顔料は、特に鉱物コア、コアに有機顔料を結合することを確保する
ための少なくとも一つのバインダー、及びコアを少なくとも部分的に被覆する少なくとも
一つの有機顔料を含む粒子の化合物であってよい。
【００８３】
　有機顔料はレーキであっても良い。用語「レーキ」は、不溶性粒子に吸着した不溶化染
料を意味し、かくして得られた集合体は使用の間で不溶性を維持する。
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【００８４】
　染料が吸着している無機物質は例えば、アルミナ、シリカ、カルシウムナトリウムボロ
シリケートまたはカルシウムアルミニウムボロシリケート、及びアルミニウムである。
【００８５】
　染料としてはコチニールカルミンが挙げられる。以下の名称で既知の製品も挙げられる
：D&C Red 21 (CI 45380)、D&C Orange 5 (CI 45370)、D&C Red 27 (CI 45410)、D&C Ora
nge 10 (CI 45425)、D&C Red 3 (CI 45430)、D&C Red 4 (CI 15510)、D&C Red 33 (CI 17
200)、D&C Yellow 5 (CI 19140)、D&C Yellow 6 (CI 15985)、D&C Green (CI 61570)、D&
C Yellow 1 O (CI 77002)、D&C Green 3 (CI 42053)、D&C Blue 1 (CI 42090)。
【００８６】
　レーキの例として、D&C Red 7 (CI 15850:1)の名称で既知である製品が挙げられる。
【００８７】
　顔料は特別な効果を有する顔料であっても良い。用語「特別な効果を有する顔料」は、
観察条件（光、温度、観察角度等）の関数として変化する不均一な着色の外観（特定の色
調、特定の強度、及び特定の明度によって特徴づけされる）を一般的に生み出す顔料を意
味する。かくしてそれらは、標準的な均一な不透明性、半透明性、または透明性の色合い
を与える白色または着色顔料と対比される。
【００８８】
　特別な効果を有するいくつかのタイプの顔料が存在する：低屈折率を有するもの、例え
ば蛍光顔料、発光顔料、または熱発光顔料、及び高屈折率を有するもの、例えば真珠光沢
剤または光沢フレーク。
【００８９】
　特別な効果を有する顔料の例は、真珠光沢顔料、例えば白色真珠光沢顔料、例えばチタ
ンまたはオキシ塩化ビスマスで被覆されたマイカ、着色真珠光沢顔料、例えば酸化鉄で被
覆されたチタンマイカ、特にフェリックブルーまたは酸化クロムで被覆されたチタンマイ
カ、上述の有機顔料で被覆されたチタンマイカ、並びにオキシ塩化ビスマスに基づく真珠
光沢顔料が挙げられる。真珠光沢顔料としては、Engelhard社により市販されるCellini真
珠光沢剤（マイカ－ＴｉＯ２－レーキ）、Eckart社により市販されるPrestige（マイカ－
ＴｉＯ２）、Eckart社により市販されるPrestige Bronze（マイカ－Ｆｅ２Ｏ３）、及びM
erck社により市販されるColorona（マイカ－ＴｉＯ２－Ｆｅ２Ｏ３）が挙げられる。
【００９０】
　マイカ支持体についての真珠光沢剤に加えて、アルミナ、シリカ、ナトリウムカルシウ
ムボロシリケートまたはカルシウムアルミニウムボロシリケート、及びアルミニウムのよ
うな合成基体に基づく複層顔料も考慮されて良い。
【００９１】
　例えば液晶(Wacker社製のHelicones HC)、ホログラフィー干渉フレーク(Spectratek社
製のGeometric PigmentsまたはSpectra f/x)といった、基体に固定されていない干渉効果
を有する顔料も挙げられる。特別な効果を有する顔料は、日光で蛍光性である物質、また
は紫外線蛍光を生ずる物質のいずれかの蛍光顔料、燐光顔料、発光色顔料、熱発光顔料、
及び量子ドット、例えばQuantum Dots Corporationにより市販されているものをも含む。
【００９２】
　量子ドットは、光の励起下で４００ｎｍから７００ｎｍの間の波長を有する放射線を放
出することが可能なルミネッセンスの半導体ナノ粒子である。それらは例えば、US 5 225
 198またはUS 5 990 479、そこに引用された文献、及び以下の文献：Dabboussi B.O.等 "
(CdSe)ZnSコア－シェル量子ドット：Synthesis and characterization of a size series
 of highly luminescent nanocrystallites" Journal of Physical Chemistry B, vol. 1
01, 1997, pp. 9463-9475、及びPeng, Xiaogang等 "Epitaxial growth of highly lumine
scent CdSe/CdS core/shell nanocrystals with photostability and electronic access
ibility", Journal of the American Chemical Society, vol. 119, No. 30, pp. 7019-7
029に記載された方法に従って特に製造されて良い。
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【００９３】
　本発明で使用されて良い各種の顔料は、広範囲の着色、及びメタリック効果または干渉
効果のような特定の光学的効果を得ることを可能にする。
【００９４】
　本発明に係る化粧品組成物で使用される顔料のサイズは、一般的に１０ｎｍから２００
μｍの間、好ましくは２０ｎｍから８０μｍの間、より好ましくは３０ｎｍから５０μｍ
の間である。
【００９５】
　顔料は分散剤によって製品中に分散されても良い。
【００９６】
　分散剤は、集塊または凝集に対して分散した粒子を保護するように機能する。この分散
剤は、分散される粒子の表面に対する強力な親和性を有する一つ以上の官能性を有する、
界面活性剤、オリゴマー、ポリマーまたはいくつかのそれらの混合物であってよい。特に
それらは、顔料の表面に物理的または化学的に結合できる。これらの分散剤は、連続媒体
と適合可能なまたはそれらに可溶性である少なくとも一つの官能基を含む。特に、グリセ
ロールまたはジグリセロールのようなポリオールの１２－ヒドロキシステアリン酸エステ
ル及びＣ８からＣ２０脂肪酸エステルが使用され、例えば約７５０ｇ／ｍｏｌの分子量を
有するポリ（１２－ヒドロキシステアリン酸）ステアレート、例えばAvecia社によりSols
perse 21000の名称で市販されている製品、Henkel社によりDehymyls PGPHの名称で市販さ
れているポリグリセリル－２ジポリヒドロキシステアレート（ＣＴＦＡ名）、またはポリ
ヒドロキシステアリン酸、例えばUniqema社によりArlacel P100の名称で市販されている
製品、及びこれらの混合物が挙げられる。
【００９７】
　本発明の組成物で使用されて良い他の分散剤として、重縮合化脂肪酸の第四級アンモニ
ウム誘導体、例えばAvecia社により市販されているSolsperse 17000、及びポリジメチル
シロキサン／オキシプロピレン混合物、例えばDow Corning社によりDC2-5185及びDC2-522
5Cの名称で市販されている製品が挙げられる。
【００９８】
　本発明に係る化粧品組成物で使用される顔料は、有機試薬で表面処理されても良い。
【００９９】
　かくして、本発明の文脈で有用である前述の表面処理されている顔料は、本発明に係る
組成物に分散する前に、特にCosmetics and Toiletries, 1990年2月, vol. 105, pp. 53-
64に記載されたもののような有機試薬で、化学的、電気的、電気化学的、機械化学的、ま
たは機械的性質の表面処理を全体的または部分的に受けている顔料である。これらの有機
試薬は例えば、アミノ酸；ワックス、例えばカルナウバワックス及びビーズワックス；脂
肪酸、脂肪アルコール、及びそれらの誘導体、例えばステアリン酸、ヒドロキシステアリ
ン酸、ステアリルアルコール、ヒドロキシステアリルアルコール、並びにラウリン酸及び
それらの誘導体；アニオン性界面活性剤；レシチン；脂肪酸のナトリウム、カリウム、マ
グネシウム、鉄、チタン、亜鉛、またはアルミニウムの塩、例えばステアリン酸またはラ
ウリン酸アルミニウム；金属アルコキシド；ポリサッカリド、例えばキトサン、セルロー
ス、及びそれらの誘導体；ポリエチレン；（メタ）アクリルポリマー、例えばポリメチル
メタクリレート；アクリレート単位を含むポリマー及びコポリマー；タンパク質；アルカ
ノールアミン；シリコーン化合物、例えばシリコーン、ポリジメチルシロキサン、アルコ
キシシラン、アルキルシラン、及びシロキシシリケート；有機フッ素化合物、例えばパー
フルオロアルキルエーテル；フルオロシリコーン化合物から選択されて良い。
【０１００】
　本発明に係る化粧品組成物で有用である表面処理顔料は、これらの化合物の混合物で処
理されていても良く、及び／またはいくつかの表面処理を受けていても良い。
【０１０１】
　本発明の文脈で有用である表面処理顔料は、当業者に周知である表面処理方法によって
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調製されてよく、または必要な形態で商業的に入手可能であっても良い。
【０１０２】
　好ましくは、表面処理顔料は有機層で被覆されている。
【０１０３】
　顔料を処理する有機試薬は、溶媒の蒸発、表面試薬の分子の間の化学反応、または表面
試薬と顔料の間の共有結合の作製によって、顔料に沈着されても良い。
【０１０４】
　かくして表面処理は、顔料の表面と表面試薬の化学的反応と、表面試薬と顔料またはフ
ィラーとの間の共有結合の作製によって実施されて良い。この方法は特に特許US 4 578 2
66に記載されている。
【０１０５】
　顔料に共有結合した有機試薬が好ましくは使用されるであろう。
【０１０６】
　表面処理のための試薬は、表面処理顔料の全重量に対して０．１から５０重量％、好ま
しくは０．５から３０重量％、より好ましくは１から１０重量％を占めてもよい。
【０１０７】
　好ましくは、顔料の表面処理は以下の処理から選択される：
－ＰＥＧ－シリコン処理、例えばLCW社により市販されるＡＱ表面処理；
－キトサン処理、例えばLCW社により市販されるＣＴＳ表面処理；
－トリエトキシカプリリルシラン処理、例えばLCW社により市販されるＡＳ表面処理；
－メチコーン処理、例えばLCW社により市販されるＳＩ表面処理；
－ジメチコーン処理、例えばLCW社により市販されるCovasil 3.05表面処理；
－ジメチコーン／トリメチルシロキシシリケート処理、例えばLCW社により市販されるCov
asil 4.05表面処理；
－ラウロイルリシン処理、例えばLCW社により市販されるＬＬ表面処理；
－ラウロイルリシンジメチコーン処理、例えばLCW社により市販されるＬＬ／ＳＩ表面処
理；
－ミリスチン酸マグネシウム処理、例えばLCW社により市販されるＭＭ表面処理；
－ジミリスチン酸アルミニウム処理、例えばMiyoshi社により市販されるＭＩ表面処理；
－パーフルオロポリメチルイソプロピルエーテル処理、例えばLCW社により市販されるＦ
ＨＣ表面処理；
－セバシン酸イソステアリル処理、例えばMiyoshi社により市販されるＨＳ表面処理；
－ステアロイルグルタミン酸二ナトリウム処理、例えばMiyoshi社により市販されるＮＡ
Ｉ表面処理；
－ジメチコーン／ステアロイルグルタミン酸二ナトリウム処理、例えばMiyoshi社により
市販されるＳＡ／ＮＡＩ表面処理；
－リン酸パーフルオロアルキル処理、例えばDaito社により市販されるＰＦ表面処理；
－アクリレート／ジメチコーンコポリマー及びリン酸パーフルオロアルキル処理、例えば
Daito社により市販されるＦＳＡ処理；
－ポリメチルヒドロゲノシロキサン／リン酸パーフルオロアルキル処理、例えばDaito社
により市販されるＦＳ０１表面処理；
－ラウロイルリシン／トリステアリン酸アルミニウム処理、例えばDaito社により市販さ
れるＬＩ－ＡｌＳｔ表面処理；
－オクチルトリエチルシラン処理、例えばDaito社により市販されるＯＴＳ表面処理；
－オクチルトリエチルシラン／リン酸パーフルオロアルキル処理、例えばDaito社により
市販されるＦＯＴＳ表面処理；
－アクリレート／ジメチコーンコポリマー処理、例えばDaito社により市販されるＡＳＣ
表面処理；
－イソプロピルチタントリイソステアレート処理、例えばDaito社により市販されるＩＴ
Ｔ処理；
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－マイクロクリスタリンセルロース及びカルボキシメチルセルロース処理、例えばDaito
社により市販されるＡＣ表面処理；
－セルロース処理、例えばDaito社により市販されるＣ２表面処理；
－アクリレートコポリマー処理、例えばDaito社により市販されるＡＰＤ表面処理；
－リン酸パーフルオロアルキル／イソプロピルチタントリイソステアレート処理、例えば
Daito社により市販されるＰＦ＋ＩＴＴ表面処理。
【０１０８】
　本発明に係る組成物は、一つ以上の表面処理していない顔料を更に含んでも良い。
【０１０９】
　それらが存在する場合、顔料の量は一般的に、組成物の全重量の０．１から４０重量％
、好ましくは０．５から２０重量％の間である。
【０１１０】
追加化合物
　本発明の組成物は、親水性または疎水性直接染料または染料前駆体のような着色された
または着色する種類を含んでも良い。
【０１１１】
　本発明の組成物は、以前に記載された以外の特定のシリコーン化合物、特にDC1501 Flu
idのようなジメチコノールを含んでも良い。
【０１１２】
　かくして本発明の組成物は、グラフトシリコーンポリマーを含んでも良い。本発明の文
脈では、用語「グラフトシリコーンポリマー」は、ポリシロキサン部分と非シリコーン有
機鎖によって構成された部分とを含み、二つの部分の一方がポリマーの主鎖を構成し、他
方が前記主鎖にグラフトしているポリマーを意味する。
【０１１３】
　本発明に係る化粧品組成物で使用されるグラフトシリコーンポリマーは、ポリシロキサ
ンを含むモノマーでグラフトされた非シリコーン有機骨格を有するポリマー、非シリコー
ン有機モノマーでグラフトされたポリシロキサン骨格を有するポリマー、及びそれらの混
合物によって構成された群から好ましくは選択される。
【０１１４】
　本発明の組成物は、組成物の固有の特性または毛髪への適用の間に得られるコーティン
グのいずれか、あるいは両者を改良できる非シリコーンポリマーを含んでも良い。
【０１１５】
　そのようなポリマーは、以下のポリマーから選択されて良い：
－有機液体媒体に可溶性であるポリマー、特に脂溶性ポリマー；
－有機溶媒媒体に分散可能であるポリマー、特に１μｍ未満の主要サイズを有するポリマ
ー粒子の非水性分散物、好ましくはシリコーンオイルまたは炭化水素ベースのオイル中の
分散物の形態のポリマー；
－「ラテックス」とも称される、１μｍ未満の主要サイズを有するポリマー粒子の水性分
散物の形態のポリマー；この場合、前記組成物は水性相を含む；
－水溶性ポリマー；この場合、前記組成物は水性相を含むか、前記ポリマーは本発明に係
る組成物に対する事前処理または事後処理として適用される。
【０１１６】
　前記組成物において使用されて良いポリマーは、アニオン性、カチオン性、非イオン性
、または両性であっても良い。
【０１１７】
　前記組成物は、室温且つ大気圧（７６０ｍｍＨｇ）で固体であり、これらの成分を室温
を超える温度に供した際でも組成物中に不溶性である、一般的に実質的に着色されていな
い化合物であるフィラーを含んでも良い。
【０１１８】
　前記フィラーは無機または有機であってよい。前記フィラーは、その結晶形態（例えば
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ラメラ状、立方晶系、六方晶系、または斜方晶系）に関わらず、いずれかの形状、特にペ
レット形状、球状または楕円状の粒子であっても良い。更にこれらの粒子は、固体、中空
、または多孔質であっても良く、被覆されていてもされていなくても良い。
【０１１９】
　本発明に係る組成物で使用できるフィラーとしては、無機フィラー、例えばタルク、天
然または合成タルク；カオリン；窒化ホウ素、沈降炭酸カルシウム；炭酸マグネシウム、
炭酸水素マグネシウム；ヒドロキシアパタイト、酸化セリン、酸化ジルコニウムが挙げら
れる。
【０１２０】
　有利には、鉱物粒子は、０．１から３０μｍの間、好ましくは０．２から２０μｍの間
、より好ましくは０．５から１５μｍの間の数平均主要サイズを有する。本発明の目的の
ため、用語「主要粒子サイズ」は、個々の粒子に関する二つの直径の反対側の点の間を測
定することが可能な最大寸法を意味する。有機粒子のサイズは、透過型電子顕微鏡によっ
て、またはＢＥＴ法若しくはレーザー粒度分布法による比表面積を測定することによって
決定されて良い。
【０１２１】
　好ましくは、本発明によって使用される無機フィラーは、タルク、窒化ホウ素、または
二酸化チタンである。
【０１２２】
　本発明に係る組成物で使用されて良いフィラーとしては、特に有機フィラーが挙げられ
る。用語「有機フィラー」は、一つ以上のモノマーの重合から由来してよいポリマー粒子
を意味する。これらの有機粒子を構成するポリマーは、架橋されていてもいなくても良い
。使用されるモノマーは、特にメタクリル酸またはアクリル酸のエステル、例えばメチル
アクリレート及びメタクリレート、ビニリデンクロリド、アクリロニトリル、またはスチ
レン及びそれらの誘導体であってよい。
【０１２３】
　有利には有機粒子は、１から３０μｍの間、好ましくは１から２０μｍの間、より好ま
しくは１から１５μｍの間の数平均主要サイズを有する。
【０１２４】
　本発明に係る化粧品組成物で使用される有機粒子は、ポリアミドパウダー、アクリルポ
リマーパウダー、特にポリメチルメタクリレートパウダー、アクリルコポリマーパウダー
、特にポリメチルメタクリレート／エチレングリコールジメタクリレート、ポリアリルメ
タクリレート／エチレングリコールメタクリレート、エチレングリコールジメタクリレー
ト／ラウリルメタクリレートコポリマー、またはポリアクリレート／アルキルアクリレー
トのパウダー、ポリスチレンパウダー、及びポリエチレンパウダー、特にポリエチレン／
アクリル酸のパウダーから選択されて良い。
【０１２５】
　本発明に係る有機粒子としての非制限的な例として、以下のものが挙げられる：
－ポリアミド（ナイロン(登録商標)）パウダー、例えばAtochem社によりOrgasol(登録商
標)4000及びOrgasol(登録商標)2002 UD Nat Cos 204の名称で市販されているもの；
－アクリルポリマーパウダー、特にポリメチルメタクリレートのパウダー、例えばLCW社
によりCovabead(登録商標)LH85及びCovabead(登録商標)PMMAの名称で市販されているもの
、またはMatsumoto社によりMicropearl(登録商標)MHBの名称で市販されているもの；
－アクリルコポリマーパウダー、特にポリメチルメタクリレート／エチレングリコールジ
メタクリレートのパウダー、例えばDow Corning社によりDow Corning 5640 Microsponge(
登録商標)Skin Oil Adsorberの名称で市販されているもの、またはGanz Chemical社によ
りGanzpearl(登録商標)GMP-0820の名称で市販されているもの、ポリアリルメタクリレー
ト／エチレングリコールジメタクリレートのパウダー、例えばAmcol社によりPolypore(登
録商標)L200またはPolypore(登録商標)E200の名称で市販されているもの、エチレングリ
コールジメタクリレート／ラウリルメタクリレートコポリマーのパウダー、例えばDow Co
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rning社によりPolytrap(登録商標)6603の名称で市販されている製品、またはポリアクリ
レート／エチルヘキシルアクリレートのパウダー、例えばSekisui社によりTechpolymer(
登録商標)ACX 806Cの名称で市販されている製品；
－ポリスチレン／ジビニルベンゼンパウダー、例えばSekisui社によりTechpolymer(登録
商標)SBX8の名称で市販されている製品；
－ポリエチレンパウダー、特にSumitomo社によりFlobeads(登録商標)の名称で市販されて
いるポリエチレン／アクリル酸パウダー；
－アクリルポリマーミクロスフェア、例えばRP Scherrer社によりPolytrap(登録商標)660
3 Adsorberの名称で市販されている架橋化アクリレートコポリマーからなる製品；
－ポリウレタンパウダー、例えばToshiki社によりPlastic Powder(登録商標)D-400の名称
で市販されているヘキサメチレンジイソシアネートとトリメチロールへキシルラクトンと
のコポリマーのパウダー；
－メチルアクリレートまたはメタクリレートのポリマーまたはコポリマーのマイクロカプ
セル、または別法としてビニリデンクロリドとアクリロニトリルとのコポリマーのマイク
ロカプセル、例えばExpancel社製のExpancel(登録商標)；
－エラストマー性架橋化オルガノポリシロキサンパウダー、例えばDow Corning社によりT
refil Powder E-506Cの名称で市販されている製品；
－ポリフルオロパウダー、特にポリテトラフルオロエチレンのパウダー、例えばDupont d
e Nemours社によりMP 1400の名称で市販されている製品。
【０１２６】
　好ましくは、本発明に係る組成物で使用される有機粒子は、ポリアミドパウダー及びポ
リメチルメタクリレートパウダーから選択される。
【０１２７】
　本発明に係る組成物はまた、ポリマー状増粘剤及び鉱物増粘剤、及びそれらの混合物か
ら選択される一つ以上のオイル増粘剤を含んでも良い。
【０１２８】
　ポリマー状増粘剤は例えば、オレフィンの重合によって形成される非晶質ポリマーであ
る。前記オレフィンは、特にエラストマー性エチレン性不飽和モノマーであって良い。
【０１２９】
　オレフィンの例としては、特に一つまたは二つのエチレン性不飽和を含み、２から５の
炭素原子を含むエチレン性炭化物モノマー、例えばエチレン、プロピレン、ブタジエン、
またはイソプレンが挙げられる。
【０１３０】
　ポリマー状増粘剤は、組成物の有機相を増粘またはゲル化することができる。用語「非
晶質ポリマー」は、結晶形態を有さないポリマーを意味する。ポリマー状増粘剤は皮膜形
成性であっても良い。
【０１３１】
　ポリマー状増粘剤は特に、ジブロック、トリブロック、マルチブロック、ラジカル、ま
たはスターコポリマー、またはそれらの混合物であって良い。
【０１３２】
　そのようなポリマー状増粘剤は、特許出願US-A-2002/005562及び特許US-A-5221534に記
載されている。
【０１３３】
　有利にはポリマー状増粘剤は、スチレンとオレフィンとの非晶質ブロックコポリマーで
ある。
【０１３４】
　ポリマー状増粘剤は好ましくは、モノマーの重合後の残余のエチレン性不飽和を減少す
るため水素化されている。
【０１３５】
　特にポリマー状増粘剤は、スチレンブロックとエチレン／Ｃ３－Ｃ４アルキレンブロッ
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クとを含む、任意に水素化されたコポリマーである。
【０１３６】
　好ましくは水素化されているジブロックコポリマーとしては、スチレン－エチレン／プ
ロピレンコポリマー、及びスチレン－エチレン／ブタジエンコポリマーが挙げられる。ジ
ブロックポリマーは、特にKraton Polymers社によりKraton(登録商標)G1701Eの名称で市
販されている。
【０１３７】
　好ましくは水素化されているトリブロックコポリマーとしては、スチレン－エチレン／
プロピレン－スチレンコポリマー、スチレン－エチレン／ブタジエン－スチレンコポリマ
ー、スチレン－イソプレン－スチレンコポリマー、及びスチレン－ブタジエン－スチレン
コポリマーが挙げられる。トリブロックポリマーは特に、Kraton Polymers社によりKrato
n(登録商標)G1650、Kraton(登録商標)G1652、Kraton(登録商標)D1101、Kraton(登録商標)
D1102、及びKraton(登録商標)D1160の名称で市販されている。
【０１３８】
　水素化スチレン－ブタジエン／エチレン－スチレントリブロックコポリマーと、水素化
エチレン－プロピレン－スチレンスターポリマーとの混合物、例えばイソドデカン中に存
在するものが使用されても良い。そのような混合物は例えば、Penreco社によりVersagel(
登録商標)M5960及びVersagel(登録商標)M5670の名称で市販されている。
【０１３９】
　上述のもののようなジブロックコポリマー、特にスチレン－エチレン／プロピレンジブ
ロックコポリマーは、ポリマー状増粘剤として有利に使用される。
【０１４０】
　ポリマー状増粘剤は、組成物の全重量に対して０．１から１０重量％の範囲、好ましく
は０．５から８重量％の範囲、より好ましくは１から５重量％の範囲の含量で存在してよ
い。
【０１４１】
　前記組成物は、親油性クレーまたはフュームドシリカのような一つ以上の鉱物オイル増
粘剤を含んでも良い。
【０１４２】
　親油性クレーは、当該クレーを油性媒体に膨潤可能とする化合物で変性されたクレーで
ある。
【０１４３】
　クレーは本質的に既に周知の製品であり、例えば文献"Mineralogie des argiles [Mine
ralogy of clays], S. Caillere, S. Henin, M. Rautureau. 第２版, 1982, Masson"に記
載されており、この文献の教示は参考としてここに含まれる。
【０１４４】
　クレーは、カルシウム、マグネシウム、アルミニウム、ナトリウム、カリウム、及びリ
チウムカチオン、並びにそれらの混合物から選択されて良いカチオンを含むシリケートで
ある。
【０１４５】
　そのような製品の例としては、スメクタイトファミリーのクレー、例えばモンモリロナ
イト、ヘクトライト、ベントナイト、ベイデライト、及びサポナイト、並びにバーミキュ
ライト、ステベンサイト、及びクロライトファミリーのクレーが挙げられる。
【０１４６】
　これらのクレーは天然または合成起源を有してよい。皮膚のようなケラチン物質と化粧
品的に適合可能且つ許容可能なクレーが好ましくは使用される。
【０１４７】
　親油性クレーは、モンモリロナイト、ベントナイト、ヘクトライト、アタパルジャイト
、及びセピオライト、並びにそれらの混合物から選択されて良い。クレーは好ましくはベ
ントナイトまたはヘクトライトである。
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【０１４８】
　これらのクレーは、第四級アミン、第三級アミン、酢酸アミン、イミダゾリン、アミン
石鹸、硫酸脂肪、アルキルアリールスルホネート、及び酸化アミン、並びにこれらの混合
物から選択される化合物で変性されても良い。
【０１４９】
　親油性クレーとしては、クオタニウム－１８ベントナイト、例えばRheox社によりBento
ne 3、Bentone 38、及びBentone 38Vの名称で市販されている製品、United Catalyst社に
よりTixogel VPの名称で市販されている製品、Southern Clay社によりClaytone 34、Clay
tone 40、及びClaytone XLの名称で市販されている製品；ステアラルコニウムベントナイ
ト、例えばRheox社によりBentone 27の名称で市販されている製品、United Catalyst社に
よりTixogel LGの名称で市販されている製品、Southern Clay社によりClaytone AF及びCl
aytone APAの名称で市販されている製品；クオタニウム－１８／ベンザルコニウムベント
ナイト、例えばSouthern Clay社によりClaytone HT及びClaytone PSの名称で市販されて
いる製品が挙げられる。
【０１５０】
　フュームドシリカは、酸素水素炎で揮発性ケイ素化合物の高温加水分解によって得られ
る細かく分割されたシリカであってよい。この方法は、その表面で数多くのシラノール基
を有する親水性シリカを得ることを特に可能とする。そのような親水性シリカは、例えば
Degussa社によりAerosil(登録商標)130、Aerosil(登録商標)200、Aerosil(登録商標)255
、Aerosil(登録商標)300、及びAerosil(登録商標)380の名称で、並びにCabot社によりCab
-O-Sil(登録商標)HS-5、Cab-O-Sil(登録商標)EH-5、Cab-O-Sil(登録商標)LM-130、Cab-O-
Sil(登録商標)MS-55、及びCab-O-Sil(登録商標)M-5の名称で市販されている。
【０１５１】
　シラノール基の数の減少を生成する化学反応を介して、前記シリカの表面を化学的に変
性することが可能である。特に疎水性基でシラノール基を置換することが可能である：次
いで疎水性シリカが得られる。
【０１５２】
　疎水性基は以下のものであって良い：
－ヘキサメチルジシラザンの存在下でフュームドシリカを処理することによって特に得ら
れるトリメチルシロキシル基。かくして処理されたシリカは、ＣＴＦＡ（第６版、1995）
によれば「シリカシリレート」として既知である。それらは例えば、Degussa社によりAer
osil(登録商標)R812、及びCabot社によりCab-O-Sil(登録商標)TS-530の名称で市販されて
いる；
－ポリジメチルシロキサンまたはジメチルジクロロシランの存在下でフュームドシリカを
処理することによって特に得られるジメチルシリルオキシルまたはポリジメチルシロキサ
ン基。かくして処理されたシリカは、ＣＴＦＡ(第６版、1995)によれば「シリカジメチル
シリレート」として既知である。それらは例えば、Degussa社によりAerosil(登録商標)R9
72及びAerosil(登録商標)R974の名称で、並びにCabot社によりCab-O-Sil(登録商標)TS-61
0及びCab-O-Sil(登録商標)TS-720の名称で市販されている。
【０１５３】
　フュームドシリカは好ましくは、例えば５から２００ｎｍの範囲のナノメーターまたは
マイクロメーターであって良い粒径を有する。
【０１５４】
　有機変性ベントナイトまたはヘクトライトは、好ましくは鉱物増粘剤として使用される
。
【０１５５】
　鉱物オイル増粘剤は、組成物の全重量に対して０．１から８重量％の範囲の含量で、好
ましくは０．２から６重量％の範囲の含量で、より好ましくは０．５から４重量％の範囲
の含量で組成物中に存在してよい。
【０１５６】
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　本発明に係る組成物は、例えば還元剤、脂肪物質、可塑剤、軟化剤、消泡剤、保湿剤、
ＵＶスクリーニング剤、鉱物コロイド、ペプタイザー、溶解剤、香料、タンパク質、ビタ
ミン、噴射剤、オキシエチレン化されたまたはされていないワックス、パラフィン、Ｃ１

０－Ｃ３０脂肪酸、例えばステアリン酸またはラウリン酸、Ｃ１０－Ｃ３０脂肪アミド、
例えばラウリン酸ジエタノールアミドから選択される、化粧品で通常使用される少なくと
も一つの試薬を含んでも良い。
【０１５７】
　上記添加剤は、組成物の全重量に対して０．０１から２０重量％のそれらのそれぞれに
ついての量で一般的に存在する。
【０１５８】
　言うまでもなく、当業者はこのまたはこれらの任意の添加剤を選択するのに注意を払い
、本発明に係るコーティングの形成と関連する固有の有利な特性が、負に影響されない、
または実質的に負に影響されないようにするであろう。
【０１５９】
　本発明に係る組成物は、懸濁物、分散物、溶液、ゲル、エマルション、特に水中油型（
Ｏ／Ｗ）または油注水型（Ｗ／Ｏ）エマルションまたは複相エマルション（Ｗ／Ｏ／Ｗま
たはポリオール／Ｏ／ＷまたはＯ／Ｗ／Ｏ）の形態、クリーム、ムース、スティック、特
にイオン性または非イオン性脂質のベシクル分散物、二相または複相ローション、スプレ
ー、パウダー、またはペーストの形態で特に存在してよい。
【０１６０】
　前記組成物は、無水組成物、即ち２重量％未満の水、さらには０．５重量％未満の水、
特に水を含まない組成物であっても良く、水は組成物の調製の間で添加されず、混合成分
によって提供される残余の水に対応する。前記組成物はラッカーの形態で存在しても良い
。
【０１６１】
　好ましくは本発明に係る組成物は無水である。
【０１６２】
　前記組成物は、乾いたまたは湿った毛髪に使用されて良い。前述の添加剤は、それらが
存在する場合、本発明の組成物と同時にまたは別個に毛髪に適用されて良い。前記組成物
はすすがれてもそのまま残されても良い。後に毛髪を洗浄することが可能であり、この洗
浄は強制的なものではない。
【０１６３】
　加熱での適用方法が使用されても良い。この特定の態様によれば、毛髪への適用は、例
えば櫛、細かいブラシ、粗いブラシ、または指を使用して実施される。
【０１６４】
　前記組成物の適用は、４０℃を超える温度での乾燥が引き続く。一つの特定の実施態様
によれば、この温度は４５℃を超える。別の特定の実施態様によれば、この温度は４５℃
を超え２２０℃未満である。
【０１６５】
　適用の直後、または１分から３０分の範囲であって良いリーブオン時間の後、乾燥が実
施されても良い。
【０１６６】
　好ましくは毛髪は、熱の供給に加えて空気の流れで乾かされる。乾燥の間のこの空気の
流れは、一本一本のコーティングを改善することを可能とする。
【０１６７】
　乾燥の間、櫛通し、ブラッシング、または指の動きのような、毛髪の塊に対する機械的
な作用が供されても良い。
【０１６８】
　本発明の方法の乾燥工程は、フード、ヘアドライヤー、アイロン、クリマゾン等で実施
されても良い。



(22) JP 5685365 B2 2015.3.18

10

20

30

40

【０１６９】
　乾燥工程がフードまたはヘアドライヤーで実施される際、乾燥温度は４０から１１０℃
の間、好ましくは５０から９０℃の間である。
【０１７０】
　乾燥工程がアイロンで実施される際、乾燥温度は１１０から２２０℃の間、好ましくは
１４０から２００℃の間である。
【０１７１】
　乾燥が完了したら、最後のすすぎまたはシャンプー洗浄が任意に実施されて良い。
【０１７２】
　本発明の主題は、毛髪に着色コーティングを得るための、一つ以上の着色顔料を含む前
述の組成物の使用である。
【０１７３】
　本発明の別の主題は、毛髪を処理するための顔料を含まない前述の組成物の使用である
。
【０１７４】
　本発明は、以下の非制限的な実施例を使用してより十分に説明されるであろう。
【実施例】
【０１７５】
実施例１
　以下の組成物の生産する：
【表１】

（★）Dow Corning社により市販
【０１７６】
　０．３ｇの組成物を色調深度４の清潔で湿った毛髪の１ｇの塊に適用する。１５分のリ
ーブオン時間の後、塊を２分間ヘアドライヤーで乾かし、毛髪が一本ずつ被覆された塊を
得る。このコーティングはシャンプー残留性である。
【０１７７】
実施例２
　以下の組成物を調製する：
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【表２】

（★）Dow Corning社により市販
【０１７８】
　０．３ｇの組成物を色調深度４の清潔で湿った毛髪の１ｇの塊に適用する。１５分のリ
ーブオン時間の後、塊を２分間ヘアドライヤーで乾かし、毛髪が一本ずつ被覆された塊を
得る。このコーティングはシャンプー残留性である。
【０１７９】
実施例３
　以下の組成物を調製する：
【表３】

（★）Dow Corning社により市販
【０１８０】
　組成物Ｃ１及びＣ２について、０．５ｇの組成物を色調深度４の清潔で湿った毛髪の１
ｇの塊に適用する。１５分のリーブオン時間の後、塊を２分間ヘアドライヤーで乾かす。
それぞれの組成物は、毛髪が一本ずつ着色され、その着色がシャンプー残留性である塊を
生産する。しかしながら、組成物Ｃ１で得られた塊の感触は、組成物Ｃ２で得られた塊の
感触よりべとつかない。
【０１８１】
実施例４
　以下の組成物を調製する：
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【表４】

（★）Dow Corning社により市販
【０１８２】
　０．５ｇの組成物を色調深度４の清潔で湿った毛髪の１ｇの塊に適用する。１５分のリ
ーブオン時間の後、塊を２分間ヘアドライヤーで乾かす。毛髪が一本ずつ着色され、その
着色がシャンプー残留性である塊が得られる。
【０１８３】
実施例５
　以下の組成物を調製する：
【表５】

（★）Dow Corning社により市販
【０１８４】
　０．５ｇの組成物を色調深度４の清潔で湿った毛髪の１ｇの塊に適用する。１５分のリ
ーブオン時間の後、塊を２分間ヘアドライヤーで乾かす。毛髪が一本ずつ着色され、その
着色がシャンプー残留性である塊が得られる。
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